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１．目的  

 令和 2 年 7 月豪雨では，九州地方で多くの線状降

水帯が発生し，筑後川では計画降雨と同程度の降雨

が観測された．筑後川上流域の松原ダムと下筌ダム

では，合わせて約 6,000 ㎥の流木が回収された 1)．ま

た，国土交通省九州地方整備局は 7 月 4 日から 31 日

までの 28 日間で 15,883 ㎥の漂流物を有明海と八代

海で回収した．これは昨年度 1 年間の回収量 1,353 ㎥

の約 12倍の量の漂流物をわずか 1ヶ月弱で回収した

こととなる 2)．海洋に流出し拡散集積する流木のリ

スクとして，漁業施設に深刻な被害を与えることや，

完全撤去が困難なこと，台風が接近した場合に災害

リスクが上がることなどが挙げられる．海岸の漂着

物は満潮時に再び浮揚し，海に流出して再漂流する．

また干潟など水深が浅い場所に堆積した流木は，回

収船による撤去が困難である．  

このような背景から，海域に流出した流木回収の

効率化を図ることは急務であり，そのために主要河

川から海域に流入する流木量を把握することが求め

られる．本研究では，有明海に流れ込む 8 つの一級

河川のうち最大の流域面積を持つ筑後川を対象に，

流木発生量を推定するモデル構築を試みる．正垣ら

3)は，斜面崩壊に寄与すると考えられる様々な要因を

現状で可能な範囲で導入し，ロジスティック回帰分

析を適用して採用した降雨規模に応じて斜面崩壊発

生確率を地点毎に算定することで，斜面崩壊を評価

するとともに流木発生量を算出することを試みた．

その結果，平成 29 年九州北部豪雨を対象にして筑後

川中流右岸の15河川で概ね±20％の精度で流木発生

量を予測した．また矢野ら 4)は，令和元年台風 19 号

で被災した宮城県丸森町の被災 4 河川を対象にロジ

スティックモデルを作成し，概ね±20％の精度で流

木発生量を予測している．本研究では，これら既存の

2 つのロジスティックモデルを利用して筑後川流域

全体に適用し，流域を一貫した流木発生量を推定す

るモデルの構築を試みる． 

図-1 調査対象河川 

２．研究内容 

調査対象は図-1 で示した筑後川流域である．全流

域を 30m メッシュに区分し，要因データを作成した．

本研究で要因データは，斜面崩壊に寄与する素因と

して，傾斜角・地質・平面曲率・累積流量・土壌被覆

を，誘因として 1 時間・3 時間・6 時間・12 時間・24

時間の最大累積雨量を設定した．2020 年 5 月 30 日

から 7 月 31 日の気象庁レーダ解析雨量から得られ

た各時間の最大累積雨量を今次豪雨の降雨とした．

また，2011-2020 年の各年最大降雨イベント時の C-X

レーダ解析雨量から得られる各時間の最大累積雨量

を作成して，ロジスティックモデルの適用事例とす

る予定である． 

筑後川流域全体に対して前述の 2 種類のロジステ

ィックモデルを適用し，メッシュ毎の斜面崩壊発生

確率 P(z)を次式より算出する． 

𝑃(𝑧) =
1

1+exp(−𝑧)
=

exp(𝑧)

1+exp(𝑧)
(1) 

ここで，𝑧 = 𝛽0 + 𝛽1𝑋1 + 𝛽2𝑋2 +∙∙∙ +𝛽𝑛𝑋𝑛，𝛽𝑖：回帰係

数（最尤法により決定），𝑋𝑖：説明変数である．それ

ぞれのモデルの回帰係数𝛽𝑖は表-1 に示すとおりであ

る． 

次に，メッシュ毎に得られた P(z)を渓流単位で集

計し平均することで，渓流毎の平均斜面崩壊発生確

率𝑃(𝑧)̅̅ ̅̅ ̅̅ を算出する．そして崩壊した渓流から崩壊地

地面積率と𝑃(𝑧)̅̅ ̅̅ ̅̅ の単回帰式を決定し，崩壊地面積率
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表-1 2つのモデルの回帰係数の違い 

 

表-2 2つのモデルを適用したときの 

予測崩壊地面積率と予測流木発生量 

 

 

図-2 H29九州北部豪雨モデル適用の予測崩壊面積率 

 

図-3 R1台風 19号モデル適用の予測崩壊地面積率 

 

を予測する．最後に流木発生量 Vは崩壊面積 Aから

次式より算出する． 

𝑉 = 𝛽𝐴         (2) 

ここで，β：単位面積当たりの立木材積量である．βは

福岡県人工林収穫予測システム 5)を用いて，針葉樹

の場合は樹齢 45 年を仮定して β=54,900 m3/km2 とす

る．また，広葉樹は過去の経験値 6)である β=1,000 

m3/km2, 草地・裸地については β=0 m3/km2とする． 

３．結果と考察 

H29 九州北部豪雨モデルと R1 台風 19 号モデルを

筑後川流域上流部の松原・下筌ダム上流域に適用し

た結果，表-2 の通りとなった．H29 モデルでは今次

豪雨では崩壊しない結果（図-2）が得られた．R1 モ

デルでは杖立川上流付近でわずかに崩壊が発生する

と評価された渓流があった（図-3）． 

崩壊確率が低くなった原因の一つとして，誘因と

して使用した令和 2 年豪雨と，作成したモデルで考

慮している降雨の継続時間に相違があることが考え

られる．特に H29 モデルでは 1・3・6 時間最大累積

降雨(差分取り扱い)が考慮されているが，今次豪雨

は降雨継続時間が 16 時間以上であり，より長い降雨

の影響があった．今次水害での崩壊地予測にあたり，

より長い時間を考慮できるようなモデルを適用する

必要があると考えられる．  

 

４．結論 

筑後川を一貫して流木発生量が評価可能なロジス

ティックモデルの開発を試みた．実績のある H29 モ

デルと R1 モデルの 2 つを適用したところ，今次豪

雨で崩壊した斜面の予測精度は高くなかった．今後

は，現在整理中の H24 年九州北部豪雨，H29 年九州

北部豪雨時の流域全体の崩壊地データを用いて，両

豪雨時の再現を可能とするモデルを作成する予定で

ある．加えて過去 10 年間の年間最大降雨を対象に，

流木発生量の評価を試みる．それらの結果は講演時

に発表する予定である． 
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